
学習管理システムの使い方

管理者用マニュアル
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1. 学習管理システム(LMS)とは？

学習管理システムとは、生徒がTerraTalkアプリにて学習した情報を確認できるサービスです。
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学習時間

学習履歴

学習成果

どんな時にLMSを使うの？

LMSの使い方として、主に以下の3つのパターンとして活用できます。

日々の学習状況を逐一確認できるので、
毎日や一週間ごとなど期間に分けて、
宿題の確認として利用する方法です。

スピーキングの評価に利用できます。
LMSの偏差値機能を使い、特定の教材の
スピーキング学習から学校の評価へ反映
させる方法です。

授業中にLMSをスクリーンに投影させ
ることで、他の学生がどれくらいやっ
ているのか、どれくらいできているの
か、確認でき、モチベーションアップ
を狙う方法です。

宿題チェック テスト利用
学習者への

モチベーションアップ
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2. LMSでできること & ログイン方法

LMSで確認できることは、以下になります。詳細については、別ページを確認してください。

確認できること 単位

学習量

期間ごとの総学習時間 グループ

機能別学習量 グループ

グループ内偏差値(相対評価) グループ

機能別学習量 個人

学習履歴
どのレッスンを受講したか 個人

獲得トロフィー 個人

学習成果

スピーキングレッスン
における文字認識 個人

スピーキングレッスン
における録音 個人

ログイン方法

上記QRコードへアクセス アプリでログインした、
メールアドレスとパスワードを入力

PCにてテラトークからの招待メール
を開き、一番下のURLをクリック
※必ず初回はPCからのアクセスをお願いします。

TerraTalkアプリで
ログイン済みの方

TerraTalkアプリに
未ログインの方

パスワードを登録

※TerraTalkアプリ時も同じ
パスワードを使用します。

ログイン方法が、アプリで既にログイン済みと未ログインとで異なります。ご注意ください。
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2. グループ一覧ページ (学習進捗の一覧)

グループ一覧ページとなります。このページでは、ユーザの学習時間や学習量を一覧で確認することが
できます。宿題チェックや詳しく確認が必要なユーザの特定に使います。

グループで自分のクラスを選択 集計期間で確認したい日付を
チェック

表示項目で確認したい項目を
チェック

項目ごとに並び替え&確認
学習時間で並び替え 偏差値で並び替え

クリック クリック

一般的な使い方手順

用語 内容

グループ ユーザの集まりがグループです。
自分の担当グループを選択してください。

集計期間 日付をそれぞれ選択すると、その期間でソート
されます。

ID 利用者番号です。

Email ログイン時のメールアドレスです。

利用状況 初回ログインの確認および利用可能状況を確認
します。

クリアした
レッスン 会話レッスンのクリアした回数です。

ドリル数 ドリルの枚数です。

偏差値 会話レッスンにおけるAIの評価を基準に、
グループ内でユーザ同士を比較した偏差値です。

学習時間 特定の期間における総学習時間です。
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利用用途

・学習時間/学習量などの宿題チェック

・詳細確認が必要なユーザの見極め

・通常の評価への反映
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3. グループ追加/ユーザ追加方法

ユーザの追加は、1アカウントずつ追加する方法と複数のアカウントを同時に作成する方法のパターンがあります。

生徒/ユーザの追加 ID、メールアドレス、
グループを選択

※注意
1.メールアドレスを存在しないメールアドレスで
設定する場合、”このメールアドレスはメールを
受信できません”にチェック

2.先生のアカウントを発行する場合は、
”管理者として追加する”にチェック

氏名を追加

仮パスワードを設定

※注意
存在しないメールアドレス
での登録時のみ設定が必要

アカウント作成完了

ユーザへログイン内容の周知
・メールアドレス
・仮パスワード

存在するメールアドレスでの
登録の場合、招待メールが
登録メールアドレスに送信

生徒/ユーザの追加

<条件>
存在するメールアドレスを使う場合：
簡単ログインを使う

存在しないメールアドレスを使う場合：
パスワードを個別に設定する

右側の条件に合わせてチェック CSVファイルをダウンロード

登録したいアカウントの利用者番号、
氏名、メールアドレス、パスワード、
グループをそれぞれ追加&保存
※”簡単ログイン”はパスワード設定不要

※注意
“簡単ログイン”と”パスワード
を個別に設定する”とでは、
CSVファイルが異なる

保存したCSVファイルを追加
※パスワードを個別に設定している場合は、
”CSVファイルに記載されたメールアドレス
はメールを受信できません”にチェック
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タスク一覧画面にて”処理中”から”完了”に
切り替わったら、アカウント登録完了

※少し時間が経過したら、ページをリロード

履修グループの追加 グループ名を記載 グループ内に解放する教材を選択 教材を選択後、完了を押し、
グループ追加完了

グループを追加する

複数のアカウントを同時に作成する

1アカウントずつ生徒を追加する

5



4. 個人ページ

個人ページでは、各ユーザごとの学習量、学習履歴および学習成果を確認することができます。

学習量チェック スピーキングレッスン履歴

利用用途

・学習時間/学習量の詳細チェック

・ユーザの録音/音声認識チェック

・フィードバック内容を確認

選択された期間内で、利用した機能別学習量
が表示されます。
左側がドリル、右側がデモ、リスニング、
スピーキングです。

どの日付でどのレッスンスピーキングレッスン
を受講したのか表示されます。
獲得したトロフィーと詳細へを確認することで、
学習成果を確認できます。

特定のレッスンにおける録音/音声認識の確認

確認したいレッスンの”詳細へ“
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レッスン概要の確認 左側がアプリの音声、
右側がサンプル回答とユーザの

音声認識/録音
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Flexible English Learning Through AI


